
8. 演習１  日常処理と年次決算
（3）減価償却 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  64
（4）その他の処理（経過勘定科目） ・・・・・・・・  65

（1）残高チェック ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  62
（2）棚卸処理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  64

・演習1

CONTENTS目　次

第　 章2 会計データの新規作成
4. 企業の基本情報の設定

（1）事業所データの設定と確認 ・・・・・・・・・・・  16
　　・問題2-1／問題2-2／問題2-3／問題2-4／問題2-5

16

6. 残高チェック 49
・問題2-7

5.日常処理 36
・問題2-6

7. 決算処理 51
・問題2-8／問題2-9

10. 演習3  部門の設定とデータ入力 82

56

第　 章3 製造業における原価情報

（2）原価情報の活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  104
      ・問題3-3

（1）製造原価の発生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 102      
      ・問題3-1／問題3-2

11. 原価情報の活用 102

10612. 製造原価報告書の作成  （進んだ学習・全経1級の出題）
・問題3-4

第　 章1 個別論点と年次決算
1. 手形取引
　　・問題1-1／問題1-2

8

3. 決算の手続き 12
・問題1-5／問題1-6

2. 固定資産とその他の取引 10
・問題1-3／問題1-4

・演習3

9. 演習2  年次決算と繰越処理 68
・演習2

13. 演習4  製造部門を有する企業の会計処理 109
・演習4

第　 章4 財務構造の分析

（3）成長性の分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 122
      ・問題4-3

（4）生産性の分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  124
      ・問題4-4／問題4-5／問題4-6／問題4-7

（1）収益性の分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 118      
      ・問題4-1

（2）安全性の分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  121
      ・問題4-2

14. 企業の財務分析 118



（3）月次予算の見直し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  150
      ・問題6-3／問題6-4

（1）短期的な利益予測と費用予測 ・・・・・・・・  146         
      ・問題6-1

（2）製造業における予算編成と差異分析 ・・  149
      ・問題6-2

目　次

第1章  個別論点と年次決算 ・・・・・・・・・  182

第2章  会計データの新規作成 ・・・・・・  183

第3章  製造業における原価情報・・・  192

第4章  財務構造の分析 ・・・・・・・・・・・・・・・  195

第　 章5 収益構造の分析

（4）損益分岐点比率と安全余裕率 ・・・・・・・  134
      ・問題5-5

（5）貢献利益図表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  135
      ・問題5-6／問題5-7

（6）損益分岐点の活用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  137
      ・問題5-8／問題5-9／問題5-10／問題5-11

（1）損益分岐点図表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  130         
      ・問題5-1

（2）損益分岐点の販売量と売上高 ・・・・・・・・  131
      ・問題5-2

（3）目標利益（率）達成の販売量と売上高 ・  132
      ・問題5-3／問題5-4

15. 損益分岐点の活用 130

第　 章7 資金管理

（1）実績資金繰り表の作成 ・・・・・・・・・・・・・  156
      ・問題7-1／問題7-2／問題7-3／問題7-4／問題7-5／問題7-6／問題7-7／問題7-8／問題7-9

17. 資金繰り表の作成と資金の増減原因 156

17218. キャッシュ・フロー計算書
・問題7-10 （進んだ学習・全経１級の出題）

第　 章6 短期利益計画と予算管理
16. 予算編成と予算実績差異分析 146

第　 章8 基幹業務の管理システム

（3）購買業務と販売業務の管理システム ・・   178
      ・問題8-3

（4）給与計算業務と管理システム ・・・・・・・   179
      ・問題8-4

（1）現金の出納業務と管理システム ・・・・・  176
      ・問題8-1

（2）預金の出納業務と管理システム  ・・・・・  177
      ・問題8-2

19. 財務会計システムに関連する管理システム 176

第5章  収益構造の分析 ・・・・・・・・・・・・・・・  197

第6章  短期利益計画と予算管理 ・・  200

第7章  資金管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  202

第8章  基幹業務の管理システム ・・・  211

ANSWER

■付録
・コンピュータ会計能力検定試験2級  練習問題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 213

・日商電子会計実務検定試験2級　練習問題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 235

■学習の準備
・令和5年度版「弥生会計 23 プロフェッショナル体験版」及び「学習用会計データ」のダウンロード ・・・・・・・・ 248



42 第2章　会計データの新規作成

第　 章2

20××年 3月26日

アテネ電子販売株式会社 

2 0 Y  
2 2 Y  
 

品　　名 

 550 
1,000 

数　量 

￥1,595,000
￥2,500,000
￥4,095,000
￥409,500
￥4,504,500

 
 
 
合計 
消費税額 
税込合計金額 

やまめ工業（株） 

3／26検収 

金　　額 

納品書（控）・検収受領書 

やまめ工業株式会社　様 

2 2
2 3
2 4

回数

令和○年2月26日
令和○年3月26日
令和○年4月26日

お支払日 お支払金額

￥200,172
￥199,516
￥198,858

利息

￥20,172
￥19,516
￥18,858

元本返済額

￥180,000
￥180,000
￥180,000

お借入残高

￥4,040,000
￥3,860,000
￥3,680,000

お借入残高明細表

（一　部　省　略）

（以　下　省　略）

日本政策金融公庫

いわな工業株式会社 

20××年 2月29日
￥1,980,000 

締　  切　  日   
購入金額合計  ○件（2月1日～2月29日） 

振込通知書  
20××年 3月24日

《振込日：20××年 3月31日》

アテネ電子販売株式会社　様 

⑥得意先から届いた振込通知書

①本日の商品売買状況

②借入金の明細（川海銀行・普通預金）

3月26日（金）



435. 日常処理

①出張旅費を現金で仮払いしました。
　仮払依頼書にもとづき，データを入力します。

3月27日（土）

①収入印紙を現金で購入しました。3月28日（日）



120 第4章　財務構造の分析

第　 章4

　株式会社ラフィオーレ第6期の決算資料にもとづいて，
（1）売上高総利益率 （2）売上高営業利益率 （3）総資本経常利益率
（4）売上高経常利益率 （5）総資本回転率 （6）自己資本当期純利益率を
求めましょう。（小数点第3位 四捨五入）

設　問

（2）売上高営業利益率　　　　　　　%

（4）売上高経常利益率　　　　 　　%（1）売上高総利益率　　　　　　　　%

（3）総資本経常利益率　　　　　　　%

（5）総資本回転率　　　　　　　　  回

（6）自己資本当期純利益率　　　　  %

Advice

売上高利益率は，売上高に対して何パーセントの利益を上げているかを調べます。 売
上げに対する利幅を見るとともに，費用の割合を見ることができます。 売上高利益率は，
分子の利益に売上総利益（粗利益），経常利益など，どのような利益を用いるかによって
意味合いが違ってきます。

資本利益率とは，いくらの元金でどれだけ利益があがったかということです。 つまり，
企業に投資している資本に対して何パーセントの利益を獲得できたかを見る尺度です。

総資本経常利益率（Return on Assets）は，企業の総資本を活用してどれだけの利益
を生み出したかを示す指標で，企業の収益性を判断する時の基本となります。

総資本回転率とは，企業に投下された資本が売上として1年間で何回転したかを示す
ものです。

売上高利益率（％） ＝   ─────   ×  100
利　益

売上高

総資本経常利益率（％） ＝   ─────   ×  100
経常利益

総資本

総資本経常利益率（%） ＝   ─────  × 100   ×       ─────

＝  売上高経常利益率（%）×  総資本回転率（回）

経常利益

売上高

売上高

総資本〈ROA〉

自己資本当期純利益率（%） ＝   ──────────   ×  100
当期純利益

自己資本（株主資本）〈ROE〉



12114. 企業の財務分析

企業の安全性の分析とは，財務状態が健全かどうかを判断する数値（指標）です。資金の調達が
どのようになっているか，調達した資金の運用状況，そして借入金の返済能力を見ることができます。

（2）安全性の分析

問題4-2

【資料】　株式会社ラフィオーレ第 6 期の決算資料

　株式会社ラフィオーレ第 6 期の決算資料にもとづいて，（1）流動比率
（2）固定比率 （3）自己資本比率を求めましょう。（小数点第 3 位 四捨五入）

設  問

（1）流動比率　　  　　　　　　　　%

（2）固定比率　　　 　　　　　　　%

要約残高試算表：貸借対照表

勘定科目 借方

現金･預金合計

売上債権合計

有価証券合計

棚卸資産合計

流動資産合計

有形固定資産計

無形固定資産計

投資その他の資産合計

固定資産合計

繰延資産合計

資 産 合 計

5,280,268

6,526,982

0

3,432,775

15,240,025

1,581,152

0

500,000

2,081,152

0

17,321,177

勘定科目 貸方

仕入債務合計

他流動負債合計

流動負債合計

固定負債合計

負 債 合 計

資本金合計

資本剰余金合計

当期純損益金額

繰越利益剰余金合計

利益剰余金合計

純資産合計

負債･純資産合計

5,715,412

1,871,381

7,586,793

1,520,503

9,107,296

6,700,000

0

865,605

1,513,881

1,513,881

8,213,881

17,321,177

単位：円

（3）自己資本比率        　　　　　　　%

　　次の資料にもとづいて，下記の経営指標を求めてみましょう。

全経 2級 日商 2級

自己資本当期純利益率（Return on Equity）は，分子に株主への配当の財源である当
期純利益，分母は株主の持分である自己資本（株主資本）とすることで，株主の立場から
の収益力を分析することができます。



160 第7章　資金管理

第　 章7

問題7-3 日商 2級

　５月末の貸借対照表と損益計算書が下記の通り集計された場合，4月，5月の実績
資金繰り表を作成してみましょう。ただし，「経常収支の区分」と「その他の収支」による
２区分形式の資金繰り表とします。なお，売上と仕入は掛取引，その他はすべて現金預
金で決済しています。4月の資金繰り表は問題7-1のものを用いることとします。

【資料】　

　　　　　　　　　　　　　　　　   5 月の損益計算書

勘定科目 前月繰越 当月借方 当月貸方 当月残高
売 上 高 15,777,600 0   　14,315,600 30,093,200
売 上 原 価
期首商品棚卸高 0 0 0
当期商品仕入高 11,121,000 　12,385,000 0 23,506,000
合　　 計 11,121,000 12,385,000 0 23,506,000
期末商品棚卸高 555,000 555,000 2,368,000 2,368,000
売 上 原 価 10,566,000 12,940,000 2,368,000 21,138,000
売 上 総 利 益 5,211,600 3,743,600 8,955,200

販売費一般管理費
人 件 費 290,000    　583,000 0 873,000
減 価 償 却 費 37,500 49,500 0 87,000
そ の 他 の 経 費 855,860    　744,400 0 1,600,260
販売費一般管理費計 1,183,360 1,376,900 0 2,560,260
営 業 利 益 4,028,240 2,366,700 6,394,940

営 業 外 費 用
支 払 利 息 4,000     　13,000 0 17,000
経 常 利 益 4,024,240 2,353,700 6,377,940
当 月 利 益 4,024,240 　2,353,700 6,377,940

　　　　　　　　　　　　 　　　 5月の貸借対照表

勘定科目 前月繰越 当月借方 当月貸方 当月残高
現 金 預 金 1,709,140  14,017,400 12,684,400 3,042,140
売 掛 金 6,919,600 　14,315,600   　13,217,400 8,017,800
商 品 555,000 2,368,000 555,000 2,368,000
車 両 2,000,000 0 0 2,000,000
備 品 500,000 　 　800,000 0 1,300,000
減価償却累計額 △ 37,500 0 49,500 △ 87,000
資 産 合 計 11,646,240 31,501,000 26,506,300 16,640,940
買 掛 金 2,322,000 　10,544,000   　12,385,000 4,163,000
短 期 借 入 金 300,000  　  800,000 1,100,000
資 本 金 5,000,000 0 0 5,000,000
剰 余 金 4,024,240 　 2,353,700 6,377,940
負債・純資産合計 11,646,240 10,544,000 15,538,700 16,640,940

（単位：円）

（単位：円）



16117．資金繰り表の作成と資金の増減原因 

Advice

実績資金繰り表 （単位：円）

解答欄

　5月の取引の内訳を整理すれば，下記の通りです。

資金繰り項目 4月 5月
前月現預金残高 （ ）（ ）

経　

常　

収　

支

経
常
収
入

現金売上 （ ）（ ）
売掛金回収 （ ）（ ）
手形回収 （ ）（ ）
受取利息 （ ）（ ）
その他の経常収入 （ ）（ ）

計 （ ）（ ）

経
常
支
出

現金仕入 （ ）（ ）
買掛金支払 （ ）（ ）
支払手形決済 （ ）（ ）
人件費 （ ）（ ）
営業経費 （ ）（ ）
支払利息 （ ）（ ）
その他の経常支出 （ ）（ ）

計 （ ）（ ）
経常収支差額 （ ）（ ）

そ　

の　

他　

の　

収　

支

そ
の
他
の
収
入

借入金収入 （ ）（ ）
設備等売却収入 （ ）（ ）
その他 （ ）（ ）
　　　　計 （ ）（ ）

そ
の
他
の
支
出

借入金返済 （ ）（ ）
設備等取得支出 （ ）（ ）
その他 （ ）（ ）

計 （ ）（ ）
その他の収支差額 （ ）（ ）
当月収支差額 （ ）（ ）

次月繰越現預金残高 （ ）（ ）

売掛金の回収         13,217,400 円
買掛金の支払         10,544,000 円
車両・備品の購入   800,000 円
借入金の借入    800,000 円

掛売上         14,315,600 円
掛仕入         12,385,000 円
人件費の支払  583,000 円
営業経費の支払   744,400 円
利息の支払    13,000 円 




